
政策４　安全・安心

～いのちと暮らしを守るまちをつくる～
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４－１　防災対策の推進　－災害に強いまちをつくります－

 施策の目的
自主防災組織の支援や地域別防災訓練などの実践による防災コミュニティづくりを推進するととも
に、防災用品の備蓄や内水害対策、建築物や道路、上下水道管の耐震化など、災害に対する備えを充
実させ、災害発生時の被害を最小限に抑えます。

 関連するＳＤＧｓ

 施策の現状
日本各地で自然災害が多発、激甚化し、防災・減災の必要性がますます高まっています。前期基本
計画期間中においては、避難所開設訓練の実施やメール配信サービス等の防災情報発信の充実、利根
川堤防強化事業や中川河道改修事業等の治水対策等、地域防災力の強化を進めてきました。
また、令和元（２０１９）年東日本台風を教訓に、避難所ごとの担当職員の配置や防災備蓄※資機
材の配備等を行うとともに、新型コロナウイルス感染症に配慮した避難所開設訓練を実施しています。
更に、災害時の拠点を結ぶ道路ネットワークの整備や公共工事における耐震資材の使用等、公共施
設の防災力の強化にも取り組んでいます。
令和４（２０２２）年度からは、３か年計画で防災行政無線※のデジタル化を進めており、災害時
に市民が迅速に判断し行動できるよう、スムーズな情報発信が可能となるシステムを導入していきま
す。
令和４（２０２２）年度に見直しを実施した「羽生市地域防災計画」に基づく防災対策を着実に実
行するとともに、地域防災力を強化するため、自主防災組織や関係団体との更なる連携強化を図って
いきます。また、流域治水対策や国・県との連携強化も必要です。

 施策の課題
１ 感染症や風水害の経験を踏まえた防災対策の推進
２ 防災情報の迅速かつ的確な周知
３ 利根川や中川の治水対策の推進
４ 公共施設の防災力の強化

 主な取り組み
（１）「羽生市地域防災計画」の推進

「羽生市地域防災計画」に基づき、日頃から災害に対する備えを進めます。
また、災害に強いまちづくりを推進するため、国、県、防災関係機関、自主防災組織、消防
団、ボランティア等との連携を強化し、防災体制の充実を図ります。
【主な事業】
○羽生市防災会議の開催
○「羽生市地域防災計画」修正事業
○防災備蓄品の確保
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（２）地域防災力の強化
地域防災力の強化を図るため、日頃から防災意識の啓発、自主防災組織への支援、防災訓練
の実施、防災備蓄の推進、避難施設・避難路等の周知と整備、更に近隣自治体や友好都市、民
間企業等との災害応援協定※の締結などに取り組みます。
【主な事業】
○防災訓練の実施
○自主防災組織支援事業
○災害応援協定の締結

（３）防災情報発信の充実
防災行政無線のデジタル化に加え、メール配信サービスや防災アプリ等を活用した災害情報
の提供により、市民へ防災に関する情報を迅速かつ的確に伝えます。
【主な事業】
○防災行政無線デジタル化事業
○防災行政無線管理運営事業
○防災情報提供事業

（４）治水対策の推進
利根川の堤防強化事業及び中川の河道改修事業を支援します。
また、道路側溝の清掃など即効性のある対策を実施するほか、中長期的な対策として調整池
等の整備や治水・流出抑制機能の保全や強化を図るなど、総合的な治水対策を推進します。
【主な事業】
○利根川堤防強化事業
○中川河道改修事業
○流域治水事業（雨水貯留浸透施設整備）
○内水害対策事業

（５）公共施設等の防災力の強化
災害時の拠点を結ぶ道路ネットワークの整備や建築物・上下水道管の耐震化など、災害に強
いまちづくりを推進します。
【主な事業】
○災害時の拠点を結ぶ道路ネットワークの整備
○公共工事における施設等の耐震化

 目標指標

指標名（単位） 指標の説明
現在値 目標値

Ｒ３（２０２１） Ｒ９（２０２７）

防災訓練を実施した自主防災組織の
数（団体）

自主防災組織７４団体のう
ち防災訓練を実施した団体
数

※１７ ７４

災害応援協定の締結数（件） 近隣市町や友好都市、民間
企業等との締結数（累計） ６１ ７１
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 市民の役割
・防災に関する自助・共助の意識を持ち、行動することが望まれます。
・訓練への参加や備蓄など、平時の備えを充実させることが望まれます。

 関係計画等
・羽生市地域防災計画（昭和５５（１９８０）年３月策定）
・羽生市浸水対策基本計画（平成２７（２０１５）年１２月策定）
・羽生市雨水管理総合計画（平成３０（２０１８）年３月策定）
・羽生市国土強靭化地域計画（令和３（２０２１）年３月策定）
・羽生市建築物耐震改修促進計画（令和３（２０２１）年度～令和７（２０２５）年度）
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洪水を想定した避難訓練

利根川
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４－２　消防・救急・救助体制の充実　－火災や事故、急病時に頼れるまちをつくります－

 施策の目的
消防・救急・救助体制及び地域防災力を充実させ、総合的な消防防災対策の強化を図ることにより、
火災や急病・事故等に迅速に対応し、市民の安全・安心を守ります。

 関連するＳＤＧｓ

 施策の現状
前期基本計画期間中には、火災をはじめとする災害に的確に対応するため、消防団において新たに
配備した救助資機材の取扱い訓練を行うなど、地域防災力の向上を図りました。
火災予防事業では、広報誌やホームページを活用し火災予防について呼びかけるとともに、高齢者
に対する住宅防火推進を図るため、住宅防火診断を実施するなど、火災予防の普及・啓発に取り組み
ました。
また、消防・救急・救助体制については、令和２（２０２０）年１月より流行した新型コロナウイ
ルス感染症流行下においても隊員への感染防止対策を徹底し、迅速で連携の取れた適切な消防体制を
維持することができました。
更に、消防団員の確保や消防センターの新築整備など、消防団の活動環境の向上を図りました。
また、傷病者搬送の体制を確保するため、高規格救急自動車※の導入等、救急救命の充実・高度化
に取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症への対策として必要な資機材の整備を図りました。
今後とも、火災の発生防止と被害軽減を目指し、住宅用火災警報器の設置の促進をはじめ、防火対
策の普及を図る必要があります。また、予防査察※については、特定防火対象物を重点に置いた違反
是正の推進と実施率向上に取り組みます。
引き続き消防需要に的確に対応するため消防力の充実を図り、市民の安全と安心を高める消防行政
を展開します。

 施策の課題
１ 火災予防対策の充実
２ 消防体制の充実
３ 救急体制の充実
４ 救助体制の充実
５ 消防団体制の充実
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 主な取り組み
（１）火災予防に関する意識啓発の推進

住宅用火災警報器の設置促進と適正な維持管理の啓発のほか、火災発生時における被害軽減
を図るため、防災指導を継続的に実施します。
また、事業所等に対して予防査察を実施し、消防用設備等の設置指導や定期点検の実施など
の防火安全対策の推進を図り、火災の発生減少と被害縮小に努めます。
【主な事業】
○住宅用火災警報器の設置促進と維持管理指導の実施
○防災指導の実施
○予防査察の実施と違反是正の強化

（２）消防体制の充実
消防職員の知識・技術の向上や、消防車両・資機材・装備の計画的な整備により、消防力の
強化を図ります。
また、火災等の対応において必要な防火水槽・消火栓などの消防水利については、迅速かつ
適切に使用できるよう維持管理するとともに充実を図ります。
【主な事業】
○消防職員の技術向上
○消防施設設備の整備
○消防水利の整備

（３）救急体制の充実
救急救命士を継続的に養成するとともに、「埼玉県救急医療情報システム※」を活用し、医
療機関との連携を強化することで、適切かつ迅速な救急体制の構築を図ります。
また、救命初期対応や救命率向上のため、市民や各種団体への普通救命講習会や応急手当普
及員※制度の周知・啓発を行い、救急医療体制の強化に向けた取組を行います。
更に、市民に向けて救急車の適正利用についての意識啓発を行います。
【主な事業】
○救急救命士の養成
○広域連携による救急体制の構築
○普通救命講習会の開催及び応急手当普及員の養成
○救急車の適正利用についての意識啓発事業

（４）救助体制の充実
火災、交通事故、水難事故など、多岐にわたる災害に対応できる高度な技術と知識を習得し
た救助隊員を養成するため、研修機関での研修や各種資格・免許取得のために必要な講習等に、
消防署員を継続的に派遣します。
【主な事業】
○救助資機材の整備
○専門的な知識や技術を有する隊員育成
○広域応援体制及び関係機関との連携強化
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（５）消防団体制の充実
消防団が迅速な活動が出来るよう、継続的に団員を確保し研修や訓練を行うことで、地域防
災力の強化を図ります。
また、消防団員の出動手当等の処遇改善を行い、団員の確保と質の向上を通じて地域防災体
制の一層の充実を図ります。
【主な事業】
○消防団員の加入促進
○消防団員の技術の向上
○常備消防との連携強化

 目標指標

指標名（単位） 指標の説明
現在値 目標値

Ｒ３（２０２１） Ｒ９（２０２７）
住宅用火災警報器の設置率（％） 標本調査 ７７．２ ８３．０

予防査察実施率（％）
実施数／防火対象物 ６．８ ３０．０
実施数／危険物施設 ８３．９ １００．０

普通救命講習会受講者数（人） ※６３ ３３０

 市民の役割
・各家庭に住宅用火災警報器を設置することが望まれます。
・普通救命講習会に積極的に参加することが望まれます。
・救急車の適正利用が望まれます。
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消防団の訓練

消防本部
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４－３　地域医療の充実　－誰もが安心して医療を受けられるまちをつくります－

 施策の目的
市民が身近で医療を受けられ、住み慣れた地域で自分らしく生活できるよう、かかりつけ医を中心
とした在宅医療・介護連携を推進し、二次救急医療※までを市内で対応できるような体制をつくりま
す。

 関連するＳＤＧｓ

 施策の現状
高齢化が進む中、医療・介護需要の更なる増加が見込まれており、病気の発生直後の急性期から回
復期、そして退院後の在宅医療へと適切な医療が切れ目なく提供できる体制の構築のため、利根保健
医療圏（羽生市・行田市・加須市・久喜市・幸手市・蓮田市・白岡市・宮代町・杉戸町）において、
圏域内に必要な病床計画等を検討してきました。
前期基本計画中においては、令和元（２０１９）年５月に羽生総合病院が新病院として開院しまし
た。更に令和５（２０２３）年４月には、回復期から在宅復帰のための「回復期リハビリ」「地域包
括ケア」病床の増床が予定されています。
また、かかりつけ医（医科・歯科）やかかりつけ薬局を持つ意識の啓発や休日当番医制度、小児医
療を含む東部北地区二次救急病院群輪番事業※、更に、地域医療体制の充実を図るため、地域の医療
機関と羽生総合病院との連携を推進しています。今後、医師の高齢化や診療所の継承などの課題が見
込まれ、次代の地域医療を担う人材の確保や育成・支援について検討を進めていく必要があります。
新型コロナウイルス感染症患者を受け入れる中核病院の負担や新型コロナワクチン接種業務による
地域医療機関への負担が増大した経験から、今後は、広域的な対策へ向けた地域医療体制の整備が求
められます。

 施策の課題
１ 健康・医療・福祉施策の連携
２ かかりつけ医等の普及
３ 休日・夜間等緊急時に身近で受診することのできる医療体制の確保
４ 地域の医療機関と羽生総合病院との連携

 主な取り組み
（１）在宅医療の充実

かかりつけ医（医科・歯科）及びかかりつけ薬局の必要性に関する意識啓発を図るとともに、
通院による治療が困難な高齢者や障がいのある方等のための在宅医療・歯科診療体制を整備し
ます。
【主な事業】
○かかりつけ医（医科・歯科）及びかかりつけ薬局の普及・啓発
○在宅医療・介護連携推進事業
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（２）当番医制度の継続実施
休日や緊急時に身近で受診することができる医療体制を確保するため、休日当番医制度や小
児医療を含む東部北地区二次救急病院群輪番事業を継続して実施します。
【主な事業】
○休日当番医事業
○東部北地区二次救急病院群輪番事業
○大人・小児救急電話相談の普及・啓発

（３）地域医療機関と羽生総合病院との連携
地域医療体制・救急医療体制の充実を図るため、地域の医療機関と羽生総合病院との連携を
推進し、安心して医療を受けることができる体制の支援に取り組みます。新たな感染症対策へ
の体制整備を行います。
【主な事業】
○地域医療機関と羽生総合病院との連携推進
○在宅医療・介護連携推進事業

 目標指標

指標名（単位） 指標の説明
現在値 目標値

Ｒ３（２０２１） Ｒ９（２０２７）

かかりつけ医及びかかりつけ薬局を
持つ市民の割合（％）

市民アンケート・市民意識
調査

医科　６９．５
歯科　８０．９
薬局　４８．２

医科　７０．０
歯科　８３．０
薬局　５０．０

市内医療機関への救急搬送率（％） 市内医療機関搬送者数／
全救急搬送者数 ８８．０ ９０．０

 市民の役割
・かかりつけ医及びかかりつけ薬局を持つことが望まれます。
・適正受診を心がけることが望まれます。

 関係計画等
・第３次羽生市健康づくり計画（令和４（２０２２）年度～令和８（２０２６）年度）
・第８期羽生市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画
　（令和３（２０２１）年度～令和５（２０２３）年度）
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４－４　防犯対策の推進　－犯罪を防ぎ犯罪から守られるまちをつくります－

 施策の目的
市民、事業者、警察、学校及び関係団体等との連携の強化や防犯施設の計画的な整備を図り、市民
を犯罪から守ります。
また、保護司会※活動を支援し再犯防止に努めるとともに、警察との連携により犯罪被害者の人権
を保護します。

 関連するＳＤＧｓ

 施策の現状
本市では、刑法犯認知件数は減少しているものの、引き続き防犯対策を強化する必要があります。
前期基本計画期間中においては、犯罪から市民を守るため、犯罪情報の住民提供等に関する協定に
基づき、防災行政無線等を用いた犯罪情報の提供を行うとともに、防犯施設の整備（防犯灯の設置
等）及び犯罪抑制のための啓発活動を行い、防犯関係団体との連携を図りました。
今後とも、防犯施設の整備及び犯罪抑制のための啓発活動を行い、犯罪の発生時には防災行政無線
等を活用し情報提供を行うとともに、地域や防犯関係団体との連携を図るなど、防犯対策を推進して
いきます。
また、保護司会活動を支援し再犯の防止を図るとともに、警察との連携により犯罪被害者の人権保
護を推進する必要があります。

 施策の課題
１ 防犯対策の推進
２ 特殊詐欺の被害拡大の防止
３ 地域の見守り機能の強化
４ 再犯防止及び犯罪被害者の人権保護の推進

 主な取り組み
（１）防犯関係団体との連携

警察などの関係機関と連携し、最新の犯罪情報を共有するとともに、防犯指導員の雇用や、
青色回転灯搭載車（防犯パトロール車）での防犯パトロールを実施します。
また、犯罪を未然に防ぐ啓発活動や暴力追放活動を実施する地域安全推進連絡協議会等と連
携し、防犯対策を推進します。
【主な事業】
○防犯関係団体連携事業
○防犯パトロール車貸し出し事業
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（２）犯罪抑制のための啓発運動
防犯のまちづくり推進協議会※を中心に、春・夏・秋及び年末の防犯街頭キャンペーンなど
を展開します。また、年金の支払い日には、金融機関等において市民への啓発活動を実施しま
す。
【主な事業】
○各季防犯運動実施事業
○防犯啓発事業

（３）犯罪情報の提供
各公民館で行われる「高齢者大学」などで最新の犯罪を紹介する講座などを開催し、また、
街頭での啓発活動を行いながら犯罪に関する情報を提供します。
羽生警察署との協定に基づき、防犯情報の共有化などの連携強化を図るとともに、防災行政
無線やメール配信サービスを活用した情報提供を行います。
【主な事業】
○高齢者大学防犯啓発事業
○防災行政無線等による情報提供

（４）防犯施設の整備
地域の実情に即した防犯灯の設置を計画的に進めます。
また、羽生駅等に設置している防犯カメラを適正に管理運営します。
【主な事業】
○防犯灯整備事業
○防犯カメラ管理運営事業

（５）関係団体との連携による再犯の防止
保護司会との連携により再犯の防止を図るとともに、警察との連携により犯罪被害者の人権
保護に努めます。
【主な事業】
○保護司会活動の支援
○警察と連携した犯罪被害者の支援

 目標指標

指標名（単位） 指標の説明
現在値 目標値

Ｒ３（２０２１） Ｒ９（２０２７）
人口千人当たりの刑法犯認知件数
（件） ８．２ ７．４

防犯灯の設置数（基） 設置数の累計 ５，６６０ ６，５４８

 市民の役割
・自転車盗や特殊詐欺等に対する防犯対策の実施が望まれます。
・地域での防犯活動への参加が望まれます。
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４－５　交通安全対策の推進　－交通事故のないまちをつくります－

 施策の目的
関係機関と連携した啓発活動に努めるとともに、市内全域に交通安全施設の整備を進め、市民の交
通の安全を確保します。

 関連するＳＤＧｓ

 施策の現状
交通安全のためには、全ての世代に対して交通安全意識の徹底が求められており、また交通安全施
設の整備を進めていく必要があります。
本市では、令和２（２０２０）年度において交通死亡事故が３件発生したことを受け、羽生市交通
事故防止特別対策本部を設置し、啓発を強化するなど交通死亡事故の防止に努めました。
また、令和３（２０２１）年度には千葉県八街市における児童５人死傷事故の発生を受け、県と連
携し通学路一斉点検を行いました。この結果を踏まえ、県は第５期埼玉県通学路整備計画を策定し、
市は、この計画に基づき通学路の安全措置を図っています。
前期基本計画期間中において、学校教育における交通安全意識の徹底を図るため、交通指導員によ
る児童登校時の交通安全指導を実施したほか、各季交通安全運動において交通安全意識の啓発を行い
ました。また、ハード面ではカーブミラー、グリーンベルト・キッズゾーン※等の路面標示を新設す
るなど、交通安全施設の整備を実施しました。
しかし、交通事故死亡者数は依然として減少していない状況です。引き続き、交通の安全を確保す
るために交通安全運動への市民参加を促し、交通安全環境の整備を行う必要があります。

 施策の課題
１ 交通安全対策の推進
２ 児童生徒への交通安全指導の実施
３ 高齢者の交通事故防止に関する交通安全意識の啓発
４ 通学路等への交通安全施設の整備

 主な取り組み
（１）交通安全団体との連携による交通安全意識の啓発

交通安全対策協議会を中心に、春・夏・秋及び年末の交通安全運動を開催します。
また、交通弱者である高齢者を対象とした講習会を開催するなど、自転車や歩行中の交通事
故防止を啓発する取組を行います。
【主な事業】
○各季交通安全運動実施事業
○高齢者交通安全教育事業
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（２）学校教育における交通安全意識の徹底
市・ＰＴＡ・交通安全母の会・警察が連携し、小学校低学年時から交通安全意識の向上を図
るため、交通安全教室などの取組を行います。
また、交通指導員による小学校通学路の立哨指導※を実施します。
【主な事業】
○小学校交通安全教室実施事業
○交通安全世代間交流事業
○交通指導員による立哨指導

（３）交通安全環境の整備
道路照明灯やカーブミラー、交通標識、ガードレール、路面標示、グリーンベルトなど、市
が設置する交通安全施設について、都市基盤整備の進捗状況や交通環境等の地域の状況を踏ま
え整備を進めます。
また、放置禁止区域内の放置自転車を撤去し、歩行者の安全を確保します。
【主な事業】
○交通安全施設整備事業
○通学路一斉点検の実施
○放置自転車撤去事業

 目標指標

指標名（単位） 指標の説明
現在値 目標値

Ｒ３（２０２１） Ｒ９（２０２７）
交通安全運動への市民参加者数
（人） ※２９７ １，３００

交通事故死亡者数（人） １ ０
通学路の合同点検結果に基づく対策
（％）

修繕箇所数／計画箇所数
（１００箇所） ６３．０ １００．０

 市民の役割
・交通安全への意識を高めることが望まれます。
・交通安全運動への参加が望まれます。
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４－６　消費者行政の推進　－安全な消費生活が守られるまちをつくります－

 施策の目的
「羽生市消費生活センター※」を拠点に、消費生活における相談業務・情報の提供・啓発講座を実
施するとともに、関係機関との連携を密にし、市民が安全で安心した消費生活を送ることができるま
ちをつくります。

 関連するＳＤＧｓ

 施策の現状
インターネットの普及やライフスタイルの多様化などにより、消費者を取り巻く環境は年々複雑化
し、悪質な訪問販売やネットショッピングでのトラブルなど、市民が被害者となるケースが発生して
います。また、高齢化に伴う高齢者被害の増加や、令和４（２０２２）年４月に施行された成年年齢
の１８歳への引き下げに伴い、若く社会経験に乏しい成年を狙った悪質な業者も現れることが予想さ
れます。
前期基本計画期間中には、平成２８（２０１６）年４月に施行した「羽生市消費生活センター条
例」に基づき、研修による消費生活相談員のスキルの向上や相談体制の充実を図り、消費生活講座の
開催を通して、市民が安全・安心に暮らせるまちづくりに取り組みました。
また、広報活動により「羽生市消費生活センター」を広く周知し、消費生活相談の利用促進に努め
ました。
今後も被害の防止と被害にあった場合の適切な対処法について情報を提供し、被害者の救済と被害
の拡大防止に取り組みます。
特に、高齢者が消費者被害に遭わないよう「地域包括支援センター」との連携を図り、見守り体制
を整え、地域ぐるみの体制をつくる必要があります。

 施策の課題
１ 消費生活相談体制の充実
２ 消費者トラブルに対する市民の知識向上
３ 地域単位での消費生活問題の取組体制の確立
４ 成年年齢の引き下げに伴う若者への啓発
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 主な取り組み
（１）消費者意識の啓発

消費者被害防止のため、知識、トラブルの対応方法、頻発している事例などの情報提供を通
し、消費者意識の啓発に努めます。特に成年年齢の引き下げにより新たに成年とされる１８、
１９歳については、より一層の意識啓発を図ります。
また、消費生活に関する講座を開催し、消費者自らが必要な情報・知識を得られるよう学習
機会を充実させます。
【主な事業】
○消費者への情報提供・啓発事業
○消費生活講座事業

（２）消費生活相談体制の充実
パソコンやスマートフォンを使った、巧妙で多様化・複雑化した消費者トラブルにも迅速に
対応できるよう、関係機関との連携体制の強化と研修による消費生活相談員の資質の向上に努
めます。
また、広報や市のホームページを活用し、市民の身近な相談窓口である消費生活センターの
周知に努めます。
【主な事業】
○消費生活センター相談事業
○消費生活センター相談連携事業

（３）消費者に優しい地域体制づくり
消費生活センターに寄せられた情報を地域包括支援センターと共有し、高齢者が消費者被害
に遭わないための見守り体制を整え、市民が消費者被害の背景を理解し地域の問題として捉え
ることで、被害を未然に防ぐ行動が取れる地域体制をつくります。
【主な事業】
○消費者被害防止地域連携体制整備事業

 目標指標

指標名（単位） 指標の説明
現在値 目標値

Ｒ３（２０２１） Ｒ９（２０２７）
消費生活講座の開催回数
（回／年） ※３ ９

消費生活相談あっせん率（％）
必要に応じて、消費者に代わ
り相談者が事業者と交渉を行
う割合

８．９ １３．０

 市民の役割
・正しい消費者知識を習得し、消費者トラブルに巻き込まれないよう努めることが望まれます。
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羽生市役所


